
謹んで新年のご挨拶を申し上げます
昨年に賜りました皆様のご愛顧に厚く御礼申し上げます。本年も変わらぬご高配の程、
宜しくお願い申し上げます。弊社は、「安心・安全」「防災・減災・復旧」「環境・エコ」
をコンセプトに製品開発へ取り組み本年も皆様にご満足を頂ける製品・サービスをお
届けできるよう社員一同一丸となって取り組む所存でございます。皆様のご健勝とご
発展をお祈り申し上げますと共に幸多き年でありますよう心よりお祈り申し上げます。

執行役員　営業部門 加工品営業本部長　家坂　正史

近年、ゲリラ豪雨、地震、大雪などによる災害が多発し、擁壁、
盛土のり面、切土のり面などに被災がでています。その復旧工の
一つとして、ジオセル擁壁工法を多く使用して頂き、今では、災
害復旧以外での道路分野、鉄道分野、電力分野、維持管理の分野
でも毎年多くの採用を頂いております。その中でも重要度の高い
分野において、ジオセルのり面の耐火について要求が多く聞こえ
てきました。ただし、現状では高密度ポリエチレンを使用したシー
トのため、耐火については、むしろ弱点でもありました。そのため、
補助方法を駆使して、補う必要性がありましたが、今回新たに難
燃性（UL-94-V2 規格適合）の材料を高密度ポリエチレンシート
に付与させ、難燃性グランドセルの開発に成功し、耐火についての弱点を補うことができました。また、製
品が外部に露出する表面のシートだけを難燃性シートにして、コストも考慮した製品となっています。耐火
についての要求性能がある現場、重要度の高い現場などに活用頂ければと考えています。

加工品／土木・環境資材 TOKYO ink
当社の製品群は「安心・安全」「防災・減災・復旧」「環境・エコ」をコンセプトに開発を推進しています。
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特許取得
難燃規格UL-94-V2 適合

ジオセル擁壁分野における新材料／近日発売予定

難燃性グランドセル®

セルサイズ
3セルタイプ
4セルタイプ
5セルタイプ

型式
GWN-150M
GWN-150M-CL4
GWN-150M-CL5

標準展開寸法（H×W×L）
150㎜×2.65m×0.800m
150㎜×2.65m×1.067m
150㎜×2.65m×1.333m

カラー
ブラック
ブラック
ブラック

■ 難燃性グランドセル擁壁工法用 製品規格
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難燃性シートエンボス加工

■ 難燃性グランドセル擁壁工法用 製品規格

TOKYOink のコンパウンド技術と溶着技術を駆使し開発した難燃性グランドセル
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グランドセル路盤補強工法 実物大実験を実施
グランドセル ® 路盤補強工法
東京インキ株式会社　加工品営業本部　生産技術部

2018年11月、弊社羽生工場にて、グランドセル路盤補強工法の実物大実験を実施しました。

グランドセル路盤補強工法とは、路盤状に展開したグランドセルに砕石またはグリズリアンダー材を充填し、
グランドセルの拘束効果により安定した路盤を構築することで、車両の輪荷重を分散し、轍掘れや不等沈下
を軽減して路盤の強化・安定をはかる路盤安定システムです。
今回実施した実験では、グランドセルによる対策を施したケースと砕石のみで施工した無補強の 2 つのケー
スを試験用に施工し、その路盤上にダンプ（8トン車）を 500 周走行させ、工法の効果の確認を行いました。
無補強のケースでは、走行回数が増すごとに深いわだち掘れが発生し、路盤が波打つことによって車体は
大きく上下に揺れ、435 周目には走行不可と判断しました。グランドセルによる対策を施したケースでは、
グランドセルが拘束効果を発揮し、実験終了時まで車体が揺れる等の問題は無く、スムーズな走行を続ける
ことができました。

■ グランドセル路盤補強工法の主な効果
グランドセルに砕石を充填し路盤の安定処理を図ることは次のような効果があります。
1.　路盤の必要掘削深度を最小限に抑えることができるため、掘削による発生土も最小限に抑えられます。
　　発生土の搬出や処分が困難な場所に適してします。
2.　雨水による砕石の流出発生を防ぎ、安定した舗装面を維持します。

グランドセル使用

轍掘れ

グランドセル®

長繊維不織布
トレップ®または
タフネル®

中詰材
砕石（RC）または
グリズリアンダー材（ARC）

グランドセル未使用

※タフネル®は三井化学株式会社の登録商標です。

東京インキ㈱ホームページまたはこちらのQRコードの読み込みで簡単に動画をご覧いただけます。

グランドセル®路盤補強工法 実験動画を公開しております。
グランドセル路盤補強工法 実験 http://www.tokyoink.co.jp検索


